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dT=NdL coss-N dD sins (1) 
乙乙に戸は図2の速度三角形において示される角で，









dL=CL-f wl dr=pr w dr 
dD = CD + W 21 dr 
となる.CL， CD は揚力係数p 抗力係数，pは流体の密
度 1は翼弦長である.そして羽根車の回転により誘導
される速度 Cuは翼の周りの循環を rとすると
C" = _!__=_Nr. w =J一正一一一一一戸
u = -t =-2~~' w =ずしm 十LU-7) 
であるから， (1)式の dTは
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乙の τ2もまた G→Oの極限において














Ngrg = Nr 
であるから
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となる.ここに
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Llr)'Tf = lim Llr)Tf=εoで」二」ー































寸CLOCJO) 1 +Cμ0-ι/μo 
で与えられる a よって
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L， CL1 = ム
fW11 
で定義されているから p 図3tこ示す速度三角形とJふ抗












~ . vμo (fl~ -a+ 1)+εla 
となり，従って
(ミ?)0= (十)0(最r
J~ 恥~_ a+1)2 十a2¥J1+(μo-3)21-
¥ flo (μ~ -a+l) + ε1al 1 + fl~ f' 
で与えられる.このようにして与えられた翼列実験結果












による揚力係数 CL1と揚抗比ぬとから，木計算法にお 1.0 
ける重要な因子 CLQσoが決まり p劫変数 Gが決まる.
4. 数値計算例
機械工学便覧では， CLσ<1. 1~ 1. 3 と与えられている 0.5 
が，ここでは CLQσ0=1.0を採用し，かつら =εOg































Eo = Ego= 0.02 
宅保 医当号車i皇腐を号，.した対括合
!，'ilネ 口鴇地区そ続出した見合











































































(2) A. R. Howell; RdM No. 2095 (942) 
(3) A. R目 Felix;NACA TN No. 3913 (1957) 
(4) 河田三治，日本機械学会誌， 42巻， 264号145頁
(昭14)
(5) L. J. Herrig etal.; NACA TN No.3916 (1957) 
